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①新鮮肝 CN= 5)，及び24時間保存肝 CN= 4) を用いて同所性肝移植を行い，移植直前，移植直
後，移植後15分， 30分，以後30分ごとに150分まで，血小板数，活性化部分トロンボプラスチン時間
CA-PTT)，フ。ロトロンビン時間 CPT)，フィブリノーゲン CFng) を測定した。なお，同所性肝
移植は Monden 1 ) らの方法に従い，肝上部下大静脈，肝下部下大静脈，門脈の吻合は cuff を用いて，
また肝動脈の吻合は手縫いで行った。
②移植時と同様の手技を用いて新鮮肝 CN= 3) , 24時間保存肝 CN= 3) , 48時間保存肝 CN= 3) 
を作製した。それぞれの肝臓は乳酸リンゲル液500rn.eで 3 時間濯流した。この濯流液300rn.eを正常犬に45
分間で点滴静注し，点滴静注前，点滴静注後15分ごとに120分まで，血小板数， A-PTT , PT , Fng 
を測定した。
必斗ム? ??
③新鮮肝 CN= 4) , 24時間保存肝 CN= 5) , 48時間保存肝 CN= 4) を乳酸リンゲ、ノレ液500mPで 3
時間循環濯流し，濯流液中に遊出してくる，血小板凝集， plasminogen activator CP A) , tissue thromｭ
boplastin C F -ill) 活性を検討した。
(結果)
①新鮮肝移植では移植後の血小板数， A-PTT , PT , Fng はほとんど変動を示さなかった。しか
し， 24時間保存肝の移植では移植肝血流再開直後より著明な血小板， Fng の減少とA-PTT， PTの
延長が認められた。




③保存肝の濯流液中には，血小板凝集に対する直接作用活性は測定されなかった。また， pla telet acｭ
tivating factor CP A F) も測定されなかった。 PA活性は一部に測定されるものもあったが低値であっ
た。 F-ill活性は，新鮮肝では1.09 :t 0.24μg/mP CN=4), 24時間保存肝では1.94:t 1. 06μg/mP CN= 
5) , 48時間保存肝では4.13 :t 0 .47μg/mP CN= 4) であり，保存時間が長いほど上昇傾向を示し，か
















その結果，移植肝血流再開直後の血液凝固異常は，移植肝より遊出する tissue factor C血液凝固第
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E因子)が血液凝固の外因系を賦活し，凝固因子の消耗と二次線溶の充進，及び血小板の凝集を引き起
こすことによるものと結論された。
本研究によって肝移植に伴う血液凝固異常の原因物質が明らかにされ，臨床肝移植に寄与するところ
大である。よって学位に値すると考えるO
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